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昨
年
は
、テ
レ
ビ
や
新
聞
、文
化
施
設
等
で

沖
縄
の
本
土
復
帰
50
周
年
を
記
念
し
た
様
々

な
取
組
が
行
わ
れ
、沖
縄
戦
や
米
国
統
治
と

い
っ
た
出
来
事
が
記
録
を
通
し
て
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。そ
れ
は
、県
内
外
に
沖
縄
の
歴
史
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な
っ
た
だ
け
で
な

く
、歴
史
を
振
り
返
る
に
は
記
録
が
大
切
な

こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
も
な
り
ま
し

た
。

　
県
で
は
、公
文
書
管
理
業
務
の
一
環
と
し

て「
琉
球
政
府
関
係
文
書
デ
ジ
タ
ル・ア
ー
カ

イ
ブ
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業

で
は「
ア
メ
リ
カ
世(

ゆ)

」と
言
わ
れ
る
米
国

統
治
下（
１
９
４
５
年
〜
７
２
年
）の
沖
縄
を

テ
ー
マ
に
、そ
の
時
代
に
存
在
し
た
琉
球
政

府
と
、米
国
側
の
琉
球
列
島
米
国
民
政
府
の

公
文
書
を
中
心
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
27
年
間
に
も
及
ぶ
米
国
統
治
と
い
う
特
殊

な
状
況
下
で
、沖
縄
で
何
が
起
き
、ど
の
よ
う

な
経
緯
で
復
帰
へ
至
っ
た
か
、歴
史
の
証
で

あ
る
公
文
書
を
通
し
て
次
世
代
に
伝
え
て
い

き
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
対
象
に
し
て
い
る「
琉
球
政
府
文
書
」

と「
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ（
ユ
ー
ス
カ
ー
）文
書
」に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

●
琉
球
政
府
文
書
と
は

　
占
領
初
期
、米
国
は
北
緯
30
度
以
南
の
南
西
諸
島
を
沖
縄
、宮
古
、

八
重
山
及
び
奄
美（
鹿
児
島
県
）の
４
群
島
に
分
割
し
て
軍
政
を
敷

き
、そ
の
下
に
住
民
に
よ
る
行
政
機
構
を
設
置
し
ま
し
た
。そ
し
て
、

52
年
４
月
に
統
一
機
構
と
し
て
琉
球
政
府
を
設
置
し
ま
し
た
。琉
球

政
府
は「
琉
球
に
お
け
る
政
治
の
全
権
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。た

だ
し
、琉
球
列
島
米
国
民
政
府
の
布
告
、布
令
及
び
指
令
に
従
う
」と

い
う
立
場
で
し
た
。「
琉
球
政
府
文
書
」と
は
、琉
球
政
府
や
そ
の
前

身
機
構
の
公
文
書
群
を
い
い
ま
す
。

●
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
文
書
と
は

　
米
国
は
、琉
球
列
島
で
の
行
政
運
営
方
針「
軍
事
的
必
要
の
許
す

範
囲
に
お
い
て
住
民
の
経
済
的
及
び
社
会
的
福
祉
の
増
進
を
図
る
」

を
遂
行
す
る
た
め
の
在
沖
行
政
機
構
と
し
て
、50
年
12
月
に
琉
球
列

島
米
国
民
政
府
を
設
置
し
ま
し
た
。「
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
文
書
」と
は
、同

政
府
の
公
文
書
群
を
い
い
ま
す
。

琉
球
政
府
関
係
文
書

デ
ジ
タ
ル・ア
ー
カ
イ
ブ
事
業

　
デ
ジ
タ
ル
化
し
た
公
文
書
を
随
時
公
開
し

て
い
る
サ
イ
ト
が「
琉
球
政
府
の
時
代
」で

す
。公
文
書
の
閲
覧
を
は
じ
め
、米
国
統
治
下

の
沖
縄
に
関
す
る
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
無

料
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
現
在
は
10
万
冊
余
り
の
公
文
書
を
公
開
し

て
お
り
、国
内
最
大
級
の
公
文
書
ア
ー
カ
イ

ブ
と
し
て
、令
和
元
年
度
に
は
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
学
会
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

「
琉
球
政
府
の
時
代
」

　
こ
の
サ
イ
ト
が
テ
ー
マ
と
す
る
米
国
統
治
下

の
時
代
背
景
を
振
り
返
り
ま
す
。

◆
沖
縄
戦
と
米
軍
政
の
開
始

　
日
本
が
連
合
国
と
戦
っ
た
太
平
洋
戦
争
末
期

の
４５
年
、
米
軍
は
３
月
に
慶
良
間
諸
島
へ
、４
月

に
沖
縄
本
島
へ
上
陸
し
、沖
縄
戦
が
始
ま
り
ま

す
。

　
上
陸
し
た
米
軍
は
戦
闘
と
同
時
に
占
領
地
に

お
い
て
日
本
の
行
政
権
停
止
を
宣
言
し
、軍
政
を

開
始
し
ま
し
た
。そ
れ
か
ら
27
年
間
、
沖
縄
は
日

本
と
は
別
の
道
を
歩
み
ま
す
。

◆
太
平
洋
戦
争
と
沖
縄
戦
の
終
結

　
45
年
８
月
14
日
、日
本
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
託

を
決
定
し
、９
月
２
日
に
同
宣
言
の
履
行
を
定
め

た
降
伏
文
書
に
調
印
し
て
太
平
洋
戦
争
が
終
結

し
ま
す
。以
降
、日
本
は
連
合
国
軍
の
占
領
下
に

置
か
れ
ま
す
。

　
一
方
、沖
縄
で
は
45
年
６
月
に
日
本
軍
の
組
織

的
抵
抗
が
終
わ
っ
た
後
も
局
地
的
に
は
戦
闘
が

続
き
、９
月
７
日
に
南
西
諸
島
の
日
本
軍
が
降
伏

文
書
に
調
印
し
て
沖
縄
戦
が
正
式
に
終
結
し
ま

す
。

　
そ
の
後
、沖
縄
は
日
本
と
行
政
的
に
分
離
さ

れ
、米
国
に
よ
る
軍
政
が
継
続
し
ま
す
。

◆
琉
球
政
府
の
設
立
と
対
日
平
和
条
約
発
効

　
対
日
平
和
条
約
発
効
を
直
前
に
控
え
た
52
年

４
月
１
日
、米
国
民
政
府
の
下
に
琉
球
政
府
が
設

立
さ
れ
ま
す
。
　
そ
し
て
28
日
、
同
条
約
が
発

効
す
る
と
、連
合
国
軍
の
占
領
が
終
了
し
て
日
本

は
主
権
を
回
復
し
ま
す
が
、沖
縄
は
帰
属
確
定
ま

で
の
間
、正
式
に
米
国
の
施
政
下
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

◆ 

沖
縄
返
還
協
定
発
効
、本
土
復
帰

　
そ
れ
か
ら
20
年
経
過
し
た
72
年
５
月
、沖
縄
返

還
協
定
の
発
効
に
よ
り
、沖
縄
は
日
本
へ
返
還
さ

れ
、地
方
自
治
法
上
の
県
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

米国の沖縄統治のあらまし（1945年～72年）
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戦
争
で
ほ
と
ん
ど
の
公
文
書
を

失
っ
た
沖
縄
に
と
っ
て
、戦
後
の

米
国
統
治
下
で
残
さ
れ
て
き
た
公

文
書
は
、な
お
さ
ら
か
け
が
え
の

な
い
財
産
で
す
。「
琉
球
政
府
の
時

代
」は
、こ
の
財
産
を
次
世
代
へ
つ

な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
、「
だ
れ
で
も
、ど
こ
で
も
、い
つ

で
も
、そ
し
て
、い
つ
ま
で
も
」利

用
で
き
る
サ
イ
ト
を
目
指
し
て
運

営
し
て
い
ま
す
。

※奄美群島政府は、その後に琉球政府の奄美地方庁となり、
1953年12月に奄美群島が日本に復帰し、鹿児島県大島支庁に
なりました。

沖縄本島に上陸する米軍
（1945年4月1日 読谷村）
沖縄本島に上陸する米軍
（1945年4月1日 読谷村）

沖縄復帰記念式典
（1972年5月15日 那覇市民会館）
沖縄復帰記念式典
（1972年5月15日 那覇市民会館）

琉球政府創立式典 
（1952年4月1日 琉球大学）
琉球政府創立式典 
（1952年4月1日 琉球大学）

沖縄戦の降伏調印式
（1945年9月7日 嘉手納基地）
沖縄戦の降伏調印式
（1945年9月7日 嘉手納基地）

52年4月～

琉球政府

（1951年4月に琉球
臨時中央政府が設置）

45年4月～
米国軍政府

45.8～
沖縄
諮詢会

住
民
自
治
機
構

米
国
統
治
機
構

46.4～
沖縄
民政府

50.11～
沖縄
群島政府

45.12～
宮古
支庁

47.3～
宮古
民政府

50.11～
宮古
群島政府

45.12～
八重山
支庁

47.3～
八重山
民政府

50.11～
八重山
群島政府

46.2～
大島
支庁

46.10～
臨時北部
南西諸島政庁

50.11～
※奄美
群島政府

50年12月～
琉球列島米国民政府
（USCAR）

ウェブサイト「琉球政府の時代」で公開中の主な公文書

●
琉
球
政
府
の
局
長
会
議
録

　
局
長
会
議
は「
行
政
主
席
の
政
策
の
樹
立
及

び
実
施
の
統
一
を
保
持
す
る
た
め
の
補
佐
機

関
」で
、行
政
主
席（
琉
球
政
府
の
長
）、行
政
副

主
席
及
び
各
行
政
事
務
部
局
の
長
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
し
た
。こ
の
会
議
録
に
は
、当
時
の

重
要
施
策
や
課
題
に
関
す
る
審
議
の
過
程
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
軍
用
地
関
係
事
務
所
の
文
書

　
占
領
初
期
の
米
軍
は
、立
退
命
令
等
に
よ
り

軍
用
地
を
取
得
し
て
い
ま
し
た
が
、対
日
平
和

条
約
発
効
後
は
、収
用
制
度
を
確
立
し
て
軍
用

地
を
取
得
し
ま
し
た
。軍
用
地
関
係
事
務
所
の

文
書
に
は
、収
用
制
度
に
基
づ
く
手
続
き
や
住

民
と
の
交
渉
過
程
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
土
地
所
有
権
認
定
関
係
文
書

　
終
戦
後
、戦
禍
で
失
っ
た
土
地
の
公
図
や
公

簿
等
を
回
復
す
る
た
め
、米
国
軍
政
府
は
各
市

町
村
長
に
土
地
所
有
者
を
確
認
さ
せ
て
、そ
の

結
果
を
も
と
に
所
有
権
を
認
定
し
ま
し
た
。そ

の
際
に
所
有
者
か
ら
提
出
さ
れ
た「
土
地
所
有

申
請
書
」や
認
定
さ
れ
た
一
筆
ご
と
の
所
有
者

を
ま
と
め
た「
一
筆
限
調
書
等
」が
あ
り
ま
す
。

●
琉
球
政
府
の
広
報
誌

　
琉
球
政
府
は
、政
府
の
諸
活
動
に
つ
い
て
住

民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
、『
広
報
琉

球
』、『
琉
球
の
あ
ゆ
み
』、『
沖
縄
の
あ
ゆ
み
』を

発
刊
し
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
広
報
誌
は
政
府
内

の
活
動
報
告
の
ほ
か
、当
時
の
沖
縄
や
日
本
の

状
況
に
つ
い
て
も
わ
か
り
や
す
く
住
民
に
説

明
し
て
い
ま
す
。
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